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●浦高同窓会／令和４年度第１回理事会 

 4月 17日(日)の 13時 30分～15時 40分、麗和会館

にて「一般社団法人埼玉県立浦和高等学校同窓会／

令和 4 年度第 1 回

理事会」が開催さ

れました。今回は麗

和会館会議室に 14

名、WEB 参加が 6

名の合計 20 名での

ハイブリット形式の会議となりました。 

 最初に野辺 博会長（高 24回）からのご挨拶。 

「皆さん、こんにちは。本日は昨年度末 3 月の理事

会に引き続き 6 月の社員総会に向けての議題につい

てご審議いただきますので、充実したご審議をよろし

くお願いいたします」 

 次に 4 月 1 日から第 32 代浦和高等学校校長となら

れた日吉 亨先生のご挨拶。 

「皆さん、こんにちは。4

月から水石校長の後任とし

て第 32代の校長を拝命し

た日吉でございます。4月

8 日に 359 名の新入生を

迎えましたが、早速さまざ

まな伝統行事が控えており

ます。本校では、日本や世界を引っ張っていくグロー

バルリーダーを育てており、学力のみならず非認知能

力を育ませたいと考えております。これからも、同窓

会の皆様の御理解と御協力をお願いいたします」 

  ◇  ◇ 

 議事に入り、3つの議題について審議されました。 

(1) 令和 4～5年度代議員選任案 

 令和 4～5 年度の代議員として 37 名が推薦され、

定時総会に議案として提出されることになりました。 

【解説】当同窓会の定款では、各卒業回別同期の会、

各地域職域同窓会及び各クラブ活動 OB会を推薦母

体として、正会員の中から 1 名の代議員を推薦し、

定時社員総会において承認後選任されることとなっ

ています。また代議員の任期は 2 年間であり、今

回任期満了に伴う代議員の改選時期となっています。 

(2) 令和 3年度事業報告案及び決算案 

 法人の概況、事業の状況、決算案などが説明、監査

報告がされ、定時総会に議案として提出されること

になりました。 

(3) 今後の日程 

 4月下旬   会報｢麗和｣第 65号の送付 

 6月 26日(日) 社員総会／会員総会 

  〔時間：12:30～ 会場：ブリランテ武蔵野〕 

  ◇  ◇ 

 

 3月 20日(日)の令和 3年度第 3回理事会で既に承認

されている「令和 4～5 年度役員（理事及び監事）人

事案」とともに本日の議題(1)と(2)の 2 つの議案が提

出されることになりました。 

 続いて、事務局や理事からの報告提案がありました。 

〔報告事項〕 

① 生徒たちによるOB訪問について〔依頼〕 

 学校から数年前に行われた生徒たちによるOB訪問

の依頼がありますので、事務局から関係される方々

をピックアップしてお願いします。 

② ラグビー事故受傷者を支える会について〔依頼〕 

 ラグビー部事故受傷者を支える会から、2 人の負傷

者に対する支援を継続できるよう同窓生の皆様から

の寄附を継続して依頼してまいります。 

③ 浦高ビジネス人材ネットワーク会議について 

 2 年前から準備してきた浦高ビジネス人材ネットワ

ーク会議〔金融会〕の設立総会が 5 月に行えると

ころまでまとまりました。同〔商社会〕も年度内に

開催してまいります。 

④ 浦高スポーツ環境等整備応援プロジェクトについて 

 埼玉県教育環境整備基金を活用した浦高グラウンド

の人工芝化に向けての寄附は目標額 6,600 万円に対

して約 4,200 万円まで達することができました。期

限までに 1 年を切っており、プロジェクトも努力

しますが、多くの皆様のご協力もお願いいたします。 

〔提案事項〕 

① ロシアによるウクライナ侵攻に対する決議について 

 ロシアに対して次のような趣旨の抗議文を理事会お

よび社員総会にて決議したい。「我々浦高同窓会は

ロシアによるウクライナ侵攻を強く非難し、ウクラ

イナから即時撤退するよう求める。」 

【意見】 

 ※ 現状を考えると一刻も早く決議文を表明したい。 

 ※ 同窓会が政治的な活動を行うべきではない。 

※ 有志が行うのは止められないが、理事会または

同窓会で決議して表明できるものではない。 

【結果】理事会では決議を行わないものとする 

② 代議員候補者の推薦手続きの簡素化について 

 代議員推薦については、推薦母体から 20 名以上の

推薦人を必要としているが、最初は必要とするもの

の、同じ代議員の更新であれば 20 人の推薦書を不

用とする等の手続きの簡素化が図れないか。 

【意見】 

 ※ 代議員を増やすための推薦手続き簡素化は賛成。 

 ※ 代議員は推薦母体の代表者として同じ条件で選

ばれることが必要であり現行制度でよい。 

 ※ あり方委員会で充分に議論して決めたことであ

り特例を認めるべきではない。 

【結果】現行の制度で進める 

  ◇  ◇ 今回も充分な審議が行われました。 

会場とWEBで充実した審議が！ 


